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要旨：今回我々はペインクリニックを受診した身体表現性障害患者２例に対して西洋薬

に加えて漢方治療を行ったので報告する．症例ｌは１７歳の男‘性で,両側顔面の痩痛に対し，

塩酸セルトラリン,抑肝散,修治ブシ末の内服で症状は改善した．症例２は５５歳の男性で，

顔面のビリビリする感覚に対し，スルピリド，柴胡加竜骨牡蛎湯，大建中湯の内服で症状

のコントロールは良好であった．漢方薬は依存や乱用が少ないため，身体表現性障害の薬

物療法として西洋薬に加えて，積極的に用いるべき治療法であると考えられた．加えて，

東洋医学的診察法は，この様な身体表現‘性障害の患者の診察法としても有用であると考え

られた〆
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はじめに

身体表現性障害は内科的，外科的に異常が認

められず，心理的要因によって身体症状に影響

が出ている障害である．原因は不明であるが，

無意識のストレスや不安などが身体症状へと現

れていると考えらており，本人の性格や家庭環

境も関与しているといわれている．

今回我々はペインクリニックを受診した身体

表現性障害患者２例に対して西洋薬に加えて漢

方治療を行ったので報告する．

1．症例

症例１

１７歳,男性．主訴は両側顔面の癌痛であった

現病歴として，Ｘ年１２月，スノーボードに

て転倒し顔面外傷を受けた．非ステロイド‘性消

炎鎮痛剤を内服し，軽快していたが，しばらく

して，顔面に痛みを感じる様になった．
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Ｘ＋１年１月，顔面の痛みが増強し，不眠に

なることがあった４月，近医を受診し，塩酸

リルマザホン，塩酸セルトラリンの処方をうけ

た．Ｘ＋１年４月痛みが改善しないため，当

院総合外来と耳鼻科を受診し，ＣＴとＸ－Ｐを撮

ったが異常はなかった．

近医ペインクリニックを受診し，星状神経節

ブロック（以下SGB）を８回行うも，通院が

難しく治療は継続されなかった．また，このこ

ろから学校へ行けなくなった．６月，当科を受

診した．来院時処方内容は，塩酸リルマザホン

1ｍｇ眠前投与，塩酸セルトラリン２５ｍｇ眠前

投与であった．頭頚部に器質的異常は認められ

なかった．

東洋医学的所見では，多夢があり，舌尖部は

紅色，脈は弦，腹診では心下病鞭，両側腹直筋

緊張がみとめられた．

治療経過

初診時，額から頬部にかけての両側顔面全体

の痛みを訴えていた．右側のＳＧＢを施行し，

対側に星状神経節キセノン光照射を行い，２回

目の受診時は左にSGB，右にキセノン光照射

とした．柴胡加竜骨牡蛎湯（TJ-12）7.59／日を

開始した．２週間後，柴胡加竜骨牡蛎湯では改
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Abstract：WeexperiencedtwocasesofsomatofOrmdisorderswhichweretreated

withbothkampoandwesternmedicines･

Caselwasateenagerwithbilatelalfaciocephalalgiawhichsymptomwasrelievedby

thecombinationofsertralinehydrochloride,ｙokukansanandshuchi-bushi-matsu､Ｃａｓｅ２

ｗａｓａｍａninhis50swithfacialtinglesensations､Theirsymptomwasrelievedbythe

combinationofsulpiride,saikokaryukotsuboreitoanddaikenchuto・

Kampomedicinesshouldbeusedonsomatoformdisorderpatientsinadditionto

westernmedicinesbecausekampomedicinesareknownastheirlessdependencyand

abuse・Inaddition，itseemsthattheexaminationmethodofkampomedicineswere
usefulfbrthepatientswithsomatoformdisorder．
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